街頭演説参考例
					　　二〇二五年十二月　東北ブロック事務所作成
ご町内のみなさん、日本共産党です。この場をお借りいたしまして、日本共産党の政策の訴えをさせていただきます。ご協力よろしくお願いいたします。
　高市内閣の発足後、初めての国会が終わりました。みなさんはどのようにご覧になっているでしょうか。
　いま「物価がどんどん上がり、もう切り詰めるところがない」、これが庶民の実感だと思います。今度の国会で成立した補正予算は、過去最大規模の１８兆円ですが、物価高騰から暮らしを守り、経済を立て直す太い柱がありません。高市政権は、国民が一番求めてきた消費税の減税を拒否し、最低賃金の時給１５００円の目標も投げ捨てました。おコメの増産と価格の安定にも全く責任を負わない態度です。その一方で、巨額の軍事費は過去最大規模となっており、暮らしと財政を壊すものでしかありません。消費税の減税を実現し、暮らしを守る政治の実現へ、力を合わせようではありませんか。
　みなさん、今度の国会では、高市総理が台湾という地域名をあげて、自衛隊の武力行使の可能性にふれた発言が国際問題になりました。台湾問題は、台湾住民の民意を尊重し、平和的に解決すべきです。中国による武力行使もアメリカや日本が軍事的に介入することもあってはなりません。日中関係に必要なことは、「お互いに脅威にならない」という両国が確認した合意に基づき冷静に対応することです。日本共産党は、中国政府に対しても、事実に基づかない発言や対立をことさらあおる言動を慎むことなどを伝えています。今回の事態を招いた高市総理の発言のすみやかな撤回を重ねて求めるものです。
　みなさん、今度の国会では、自民党と維新の会の連立政権の危険性があらわとなりました。
[bookmark: _GoBack]憲法が禁止する武器輸出の全面解禁、非核三原則の放棄、原発の再稼働、スパイ防止法など、平和と国民の暮らしを壊す政治を強行しようとしています。自民と維新が突然持ち出してきた衆院議員の定数一割削減法案。これは金権腐敗政治の一掃、企業・団体献金の禁止という国民の願いを議員定数削減にすり替え、多様な民意と少数政党を排除することに狙いがあります。この法案の今国会での成立を断念させたことは、国民世論と運動の勝利です。来年の通常国会で、きっぱりと断念に追い込むために、力を合わせましょう。
　いま暮らしの苦しさや不安を外国人のせいにする外国人差別（排外主義）が、政党・政治家によってふりまかれています。私たちの生活が苦しいのは、外国人を優遇してきたからではありません。大企業優先の自民党政治が私たちの生活を苦しめ続けてきたからです。日本共産党は、あらゆる差別と分断を許さず、人間の平等、人権と民主主義を守る立場でがんばります。
　みなさん、日本共産党が発行している「しんぶん赤旗」、１０月から、週一回発行の日曜版の電子版がスタートしました。スマートフォンで気軽に読める電子版、これまで通り、紙の「しんぶん赤旗」日刊紙、日曜版もぜひお読みください。そのことを最後にお願いいたしまして、この場からの訴えを終わらせていただきます。ご清聴、ご協力ありがとうございました。
